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iPhoneのアプリを
作ろう！

[image: Xcode & SwiftUIで誰でもできる！]
Xcode & SwiftUIで誰でもできる！
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[image: 本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。]
本書で使用している商標登録について
※Apple、iPhone、Mac、Xcodeは、米国およびその他の国で登録されたApple Inc.の
登録商標です。
※iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
※iOS商標は、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。
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[image: （６）SwiftUIに無いUIを配置する-MapKit
　引き続き、SwiftUIで用意されていないMapKit（地図を表示するフレームワーク）を実装していきます。
　いつもの様に新しいSingleViewのプロジェクトを「sampleMap」として作成してください。次に、MapKitで提供されるマップ表示のためのビュー（MKMapView）を定義するため、swiftUI Viewファイルを「MapView.swift」という名前で追加してください。

]
（６）SwiftUIに無いUIを配置する-MapKit
　引き続き、SwiftUIで用意されていないMapKit（地図を表示するフ
レームワーク）を実装していきます。
　いつもの様に新しいSingleViewのプロジェクトを「sampleMap」
として作成してください。次に、MapKitで提供されるマップ表示の
ためのビュー（MKMapView）を定義するため、swiftUI Viewファイ
ルを「MapView.swift」という名前で追加してください。
 

[image: （６）SwiftUIに無いUIを配置する-MapKit]
（６）SwiftUIに無い
UIを配置する-MapKit


[image: 　では、MapView.swiftの内容を次の様に変更してください。MapKitをインポートし、MapKitが提供するMKMapViewをコンテキストに定義付けします。
　前回同様にUIViewRepresentableプロトコルを使用しますので、makeUIView()、updateUIView()を定義する必要があります。makeUIView(frame: .zero)で指定されているframe:の引数は、地図を表示するビューの位置とサイズを指定するものですが、位置とサイズは上位のContentView.swiftで指定する事が原則ですので、ここではx方向もy方向も0とする.zeroを指定しています。これだけで、プレビューを実行してみると、地図が表示されます。













　さらに、ContentView.swiftには、MapViewを定義するための記述を追加してください。
]
　では、MapView.swiftの内容を次の様に変更してくださ
い。MapKitをインポートし、MapKitが提供する
MKMapViewをコンテキストに定義付けします。
　前回同様にUIViewRepresentableプロトコルを使用します
ので、makeUIView()、updateUIView()を定義する必要があ
ります。makeUIView(frame: .zero)で指定されているframe:
の引数は、地図を表示するビューの位置とサイズを指定す
るものですが、位置とサイズは上位のContentView.swiftで
指定する事が原則ですので、ここではx方向もy方向も0とす
る.zeroを指定しています。これだけで、プレビューを実行
してみると、地図が表示されます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　さらに、ContentView.swiftには、MapViewを定義するた
めの記述を追加してください。


[image: import SwiftUI
import MapKit

struct MapView: UIViewRepresentable {
    func makeUIView(context: Context) -> MKMapView {
        MKMapView(frame: .zero)
    }
    
    func updateUIView(_ uiView: MKMapView, context: Context) {
    }
}

struct MapView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        MapView()
    }
}
]
import SwiftUI
import MapKit
 
struct MapView: UIViewRepresentable {
    func makeUIView(context: Context) -> MKMapView {
        MKMapView(frame: .zero)
    }
    
    func updateUIView(_ uiView: MKMapView, context: 
Context) {
    }
}
 
struct MapView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        MapView()
    }
}
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[image: 　この段階で、iPhoneで実行すると、ページビューと同様に地図が表示されますが、iPhoneでは地名が日本語になっていると思います。MKMapViewは、言語をシステムの規定値に合わせる仕様になっています。
　引き続き、MapViewに表示される中心の位置を、MapView.swiftのMapView(){ … }のupDateUIView(){ … }に行ってみます。upDateUIView(){ … }は、ビューの描画時に呼び出されるメソッドですので、地図の拡大率や中心位置を操作して変更した後、別のアプリに切り替えたり、ホームボタンを押してまた地図に切り替えると、その都度同じ位置にリセットできます。

　もし、アプリ起動後に別のアプリへの切り替え操作があっても地図の状態をリセットしないのであれば、updateUIView(){ …}には記述しないで、makeUIView(){ … }に記述する事になります。その場合には、makeUIView(){ … }の記述を次の様に変更します。]
　この段階で、iPhoneで実行すると、ページビューと同様
に地図が表示されますが、iPhoneでは地名が日本語になっ
ていると思います。MKMapViewは、言語をシステムの規定
値に合わせる仕様になっています。
　引き続き、MapViewに表示される中心の位置を、
MapView.swiftのMapView(){ … }のupDateUIView(){ … }に
行ってみます。upDateUIView(){ … }は、ビューの描画時に
呼び出されるメソッドですので、地図の拡大率や中心位置を
操作して変更した後、別のアプリに切り替えたり、ホームボ
タンを押してまた地図に切り替えると、その都度同じ位置に
リセットできます。
 

　もし、アプリ起動後に別のアプリ
への切り替え操作があっても地図の
状態をリセットしないのであれば、
updateUIView(){ …}には記述しない
で、makeUIView(){ … }に記述する事
になります。その場合には、
makeUIView(){ … }の記述を次の様
に変更します。


[image: import SwiftUI

struct ContentView: View {
    var body: some View {
        MapView()
    }
}

struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}]
import SwiftUI
 
struct ContentView: View {
    var body: some View {
        MapView()
    }
}
 
struct ContentView_Previews: PreviewProvider {
    static var previews: some View {
        ContentView()
    }
}

[image: func updateUIView(_ uiView: MKMapView, context: Context) {
    let coordinate = CLLocationCoordinate2D(
    latitude: 35.6810, longitude: 139.7672)
    let span = MKCoordinateSpan(latitudeDelta: 0.2,
        longitudeDelta: 0.2)
    let region = MKCoordinateRegion(center: coordinate,
        span: span)
    uiView.setRegion(region, animated: true)
}]
func updateUIView(_ uiView: MKMapView, context: Context) {
    let coordinate = CLLocationCoordinate2D(
    latitude: 35.6810, longitude: 139.7672)
    let span = MKCoordinateSpan(latitudeDelta: 0.2,
        longitudeDelta: 0.2)
    let region = MKCoordinateRegion(center: coordinate,
        span: span)
    uiView.setRegion(region, animated: true)
}

[image:     func makeUIView(context: Context) -> MKMapView {
        let uiView = MKMapView(frame: .zero)
        let coordinate = CLLocationCoordinate2D(
            latitude: 35.6810, longitude: 139.7672)
        let span = MKCoordinateSpan(latitudeDelta: 0.2, longitudeDelta: 0.2)
        let region = MKCoordinateRegion(center: coordinate, span: span)
        uiView.setRegion(region, animated: true)
        return uiView
    }]
    func makeUIView(context: Context) -> MKMapView {
        let uiView = MKMapView(frame: .zero)
        let coordinate = CLLocationCoordinate2D(
            latitude: 35.6810, longitude: 139.7672)
        let span = MKCoordinateSpan(latitudeDelta: 0.2, 
longitudeDelta: 0.2)
        let region = MKCoordinateRegion(center: 
coordinate, span: span)
        uiView.setRegion(region, animated: true)
        return uiView
    }
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[image: 　今回は、どちらの方法でも構いません。また、ビューの遷移を含んでいる場合で地図がサブビューになっている場合には、makeUIView(){ … }が呼び出されるので、その場合もどちらに記述してもOKです。
　ここで指定しているcoordinate変数は、MapKitで提供されているCLLocationCoordinate2D()インスタンスを代入し、MKCoordinateRegionインスタンスに中心座標を渡しています。同様にspanにもMKCoordinateSpan()インスタンスを代入、その後それぞれを使って変数regionにMKCoordinateRegion()インスタンスを代入しています。そして、MKMapView()インスタンスであるuiViewのプロパティとしてregionをセットして表示する地図の範囲を指定しています。面倒に思えるかもしれませんが、英単語の意味を知ってれば、それぞれの型が独立した意味を持っている事が理解できると思います。型の独立性はとても重要です。
［英］coordinate	［日］座標
［英］span		［日］間隔（両端の）
［英］region		［日］領域
　引き続き、ContentView.swiftを使ってMapViewの画面表示範囲を変えつつ、テキストも表示をしてみましょう。
　MapView()インスタンスの.frame()モディファイアには高さだけを変更する様に指定しました。これで幅は画面いっぱいに、高さは指定されたサイズになります。実行して動作を確認してみてください。


]
　今回は、どちらの方法でも構いません。また、ビューの
遷移を含んでいる場合で地図がサブビューになっている場合
には、makeUIView(){ … }が呼び出されるので、その場合も
どちらに記述してもOKです。
　ここで指定しているcoordinate変数は、MapKitで提供さ
れているCLLocationCoordinate2D()インスタンスを代入
し、MKCoordinateRegionインスタンスに中心座標を渡して
います。同様にspanにもMKCoordinateSpan()インスタンス
を代入、その後それぞれを使って変数regionに
MKCoordinateRegion()インスタンスを代入しています。そ
して、MKMapView()インスタンスであるuiViewのプロパ
ティとしてregionをセットして表示する地図の範囲を指定し
ています。面倒に思えるかもしれませんが、英単語の意味を
知ってれば、それぞれの型が独立した意味を持っている事が
理解できると思います。型の独立性はとても重要です。
［英］coordinate	［日］座標
［英］span		［日］間隔（両端の）
［英］region		［日］領域

　引き続き、ContentView.swiftを使ってMapViewの画面表
示範囲を変えつつ、テキストも表示をしてみましょう。
　MapView()インスタンス
の.frame()モディファイアには高
さだけを変更する様に指定しまし
た。これで幅は画面いっぱいに、
高さは指定されたサイズになりま
す。実行して動作を確認してみて
ください。
 
 


[image: struct ContentView: View {
    var body: some View {
        VStack {
           MapView()
            .frame(height:500)
           Text("Tokyo - Japan")
        }
    }
}]
struct ContentView: View {
    var body: some View {
        VStack {
           MapView()
            .frame(height:500)
           Text("Tokyo - Japan")
        }
    }
}
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[image: 　続けて、地図上にピンを立ててみます。ピンは緯度・経度とタイトル、サブタイトルで指定するアノテーション（注釈）を使用しますが、複数のピンを立てられるようにしてみます。まず、アノテーション（MapKitで提供されるMKPointAnnotation）を登録できる構造体を定義して、配列に格納できる様にします。
　プロジェクトにLandmark.swiftファイルを追加して、そのプログラムコードを次の様にしてください。
　CoreLocationは、位置情報を処理するための一連の機能を提供するフレームワークです。定義する構造体Landmarkには、id、title、subTitle、coordinate、locationCoordinateを用意しました。このうち、MapKitのMKPointAnnotationで使うのはtitle、subTitle、locationCoordinateです。locationCoordinateはCLLocationCoordinate2D型の緯度、経度で構成しますが、実数型（Double）で簡易に指定できる様にCoordinate構造体も定義しています。
　これで、ピンを立てるための構造体Landmarkを用意できましたので、MapViewの内容を変更していきます。
　まず、サンプル様の配列データをMapView.swiftに追加します。
]
　続けて、地図上にピンを立ててみます。ピンは緯度・経度
とタイトル、サブタイトルで指定するアノテーション（注
釈）を使用しますが、複数のピンを立てられるようにしてみ
ます。まず、アノテーション（MapKitで提供される
MKPointAnnotation）を登録できる構造体を定義して、配列
に格納できる様にします。
　プロジェクトにLandmark.swiftファイルを追加して、その
プログラムコードを次の様にしてください。

　CoreLocationは、位置情報を処理するための一連の機能
を提供するフレームワークです。定義する構造体Landmark
には、id、title、subTitle、coordinate、locationCoordinate
を用意しました。このうち、MapKitのMKPointAnnotation
で使うのはtitle、subTitle、locationCoordinateです。
locationCoordinateはCLLocationCoordinate2D型の緯度、
経度で構成しますが、実数型（Double）で簡易に指定でき
る様にCoordinate構造体も定義しています。
　これで、ピンを立てるための構造体Landmarkを用意でき
ましたので、MapViewの内容を変更していきます。
　まず、サンプル様の配列データをMapView.swiftに追加し
ます。


[image: import SwiftUI
import CoreLocation

struct Landmark {
    var id: Int
    var title: String
    var subTitle: String
    var coordinate: Coordinate

    var locationCoordinate: CLLocationCoordinate2D {
        CLLocationCoordinate2D(
            latitude: coordinate.latitude,
            longitude: coordinate.longitude)
    }
}

struct Coordinate {
    var latitude: Double
    var longitude: Double
}
]
import SwiftUI
import CoreLocation
 
struct Landmark {
    var id: Int
    var title: String
    var subTitle: String
    var coordinate: Coordinate
 
    var locationCoordinate: CLLocationCoordinate2D {
        CLLocationCoordinate2D(
            latitude: coordinate.latitude,
            longitude: coordinate.longitude)
    }
}
 
struct Coordinate {
    var latitude: Double
    var longitude: Double
}

[image: let landmarkData: [Landmark] = [
    Landmark(id: 0, title: "東京タワー", subTitle: "高さ333m", coordinate:Coordinate(latitude: 35.6586, longitude: 139.7455)),
    Landmark(id: 0, title: "東京スカイツリー", subTitle: "高さ634m", coordinate:Coordinate(latitude: 35.7101, longitude: 139.8107))
]
]
let landmarkData: [Landmark] = [
    Landmark(id: 0, title: "東京タワー", subTitle: 
"高さ333m", coordinate:Coordinate(latitude: 
35.6586, longitude: 139.7455)),
    Landmark(id: 0, title: "東京スカイツリー", 
subTitle: "高さ634m", 
coordinate:Coordinate(latitude: 35.7101, 
longitude: 139.8107))
]


[image: 　サンプルデータが入った配列landmarkDataに基づいたアノテーションを作成してMapに示すためには、MapView構造体にあるupdateUIView(){ …}に、次の記述を追加します。
　for文の記述は、landmarkData配列の内容をdataに順番に入れながら処理をしています。MKPointAnnotation()インスタンスを生成してannotationとし、データの値をセットして、MapViewインスタンスになっているuiViewにaddAnnotation()関数で追加していきます。これで、タイトルとサブタイトルの入ったアノテーションポイントが地図に表示されます。実行して、結果を確認してみてください。]
　サンプルデータが入った配列landmarkDataに基づいたア
ノテーションを作成してMapに示すためには、MapView構
造体にあるupdateUIView(){ …}に、次の記述を追加します。
　for文の記述は、landmarkData配列の内容をdataに順番に
入れながら処理をしています。MKPointAnnotation()インス
タンスを生成してannotationとし、データの値をセットし
て、MapViewインスタンスになっているuiViewに
addAnnotation()関数で追加していきます。これで、タイト
ルとサブタイトルの入ったアノテーションポイントが地図に
表示されます。実行して、結果を確認してみてください。



[image: for data in landmarkData {
    let annotation = MKPointAnnotation()
    annotation.coordinate =
        data.locationCoordinate
    annotation.title = data.title
    annotation.subtitle = data.subTitle
    uiView.addAnnotation(annotation)
}]
for data in landmarkData {
    let annotation = MKPointAnnotation()
    annotation.coordinate =
        data.locationCoordinate
    annotation.title = data.title
    annotation.subtitle = data.subTitle
    uiView.addAnnotation(annotation)
}
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[image: 四角形]
[image: つづく？・・・
　SwiftUIからMapKitのコントロールを使う内容についてレッスンしました。今回までの内容が理解できていれば、Apple社がWebにて提供しているチュートリアルを自力で進める力がほぼ身についています。このテキストはそこまでをナビゲートする目的で作成しましたので、目的はひとまず達成したと考えています。まだまだ理解が及ばないと思う人は繰り返し読み直してもらえれば大丈夫です。
　次回のレッスンの予定は決めておりません。１日でも早く新型コロナウィルスの脅威から世界が救われる事を願っております。]
つづく？・・・
　SwiftUIからMapKitのコントロールを使う内容についてレッスンし
ました。今回までの内容が理解できていれば、Apple社がWebにて
提供しているチュートリアルを自力で進める力がほぼ身についてい
ます。このテキストはそこまでをナビゲートする目的で作成しまし
たので、目的はひとまず達成したと考えています。まだまだ理解が
及ばないと思う人は繰り返し読み直してもらえれば大丈夫です。
　次回のレッスンの予定は決めておりません。１日でも早く新型コ
ロナウィルスの脅威から世界が救われる事を願っております。
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